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北
朝
鮮
に
よ
る
テ
ロ
等

１ 

北
朝
鮮
に
よ
る
ス
パ
イ
事
件

　

我
が
国
は
、
朝
鮮
半
島
と
地
理
的
に
近
接
し
て
お

り
、
ま
た
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
六
〇
万
人
を
超
え
る

韓
国
・
朝
鮮
人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、北
朝
鮮

は
我
が
国
を
ス
パ
イ
活
動
の
重
要
拠
点
と
と
ら
え
、

日
本
及
び
韓
国
に
関
す
る
情
報
収
集
、
在
日
米
軍
に

関
す
る
情
報
収
集
、
さ
ら
に
は
、
日
本
人
の
北
朝
鮮

へ
の
拉ら

致
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

警
察
は
、
こ
れ
ま
で
約
五
〇
件
の
北
朝
鮮
に
よ
る

ス
パ
イ
事
件
を
検
挙
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
沿

岸
部
に
お
け
る
水
際
で
の
北
朝
鮮
工
作
員
の
検
挙
件

数
は
、
約
一
五
件
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
検
挙
し
た
事
件
か
ら
、
次
の
よ
う
な
事

項
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
工
作
活
動
の
目
的
、
任
務
の
変
遷
】

①　

昭
和
二
五
年
九
月
か
ら
三
三
年
一
〇
月
に
か

け
て
検
挙
さ
れ
た
「
第
一
次
〜
第
四
次
北
朝
鮮

ス
パ
イ
事
件
」
な
ど
は
、
激
動
す
る
朝
鮮
半
島

情
勢
を
背
景
と
し
て
、

　
　

●　

在
日
米
軍
に
関
す
る
情
報
収
集

●　

我
が
国
の
警
察
予
備
隊
、
保
安
隊
に
関
す

る
情
報
収
集

　
　

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

②　

三
九
年
七
月
に
検
挙
さ
れ
た
「
本
庄
浜
事

件
」、「
一
宮
事
件
」、
同
年
一
〇
月
に
検
挙
さ

れ
た
「
寝
屋
川
事
件
」
等
は
、

●　

我
が
国
の
政
治
、
経
済
、
外
交
、
軍
事
等

に
関
す
る
情
報
収
集
、
特
に
、
自
衛
隊
に
関

す
る
情
報
収
集

　
　

等
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

③　

五
一
年
六
月
に
検
挙
さ
れ
た
「
布
施
事
件
」

等
は
、

●　

在
韓
ス
パ
イ
網
埋
設
の
た
め
の
獲
得
工
作

等
の
対
韓
工
作

●　

ア
ジ
ア
等
の
海
外
拠
点
と
の
連
絡
、
海
外

ス
パ
イ
網
埋
設
の
た
め
の
各
種
工
作

等
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

④　

五
二
年
九
月
に
検
挙
さ
れ
た「
宇う

出し

津つ

事
件
」

や
五
三
年
六
月
こ
ろ
発
生
し
た
「
李リ

・
ウ
ネ

恩
恵
拉
致

容
疑
事
案
」
等
は
、

●　

日
本
人
の
北
朝
鮮
へ
の
拉
致

　
　

を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

⑤　

最
近
検
挙
さ
れ
た
「
新
宿
百
人
町
事
件
」（
平

成
一
二
年
一
一
月
）、「
東
中
野
事
件
」（
一
五

年
二
月
）
で
は
、
対
韓
地
下
党
工
作
や
、
万マ

ン

景
ギ
ョ
ン

峰ボ
ン

九
二
号
を
利
用
し
た
指
令
文
書
の
や
り 乱数表「美浜事件」（平成２年10月28日、福井）
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と
り
、
工
作
員
へ
の
指
導
等
を
目
的
と
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
北
朝
鮮
工
作
員
の
経
歴
】

①　

日
本
で
長
期
の
生
活
経
験
を
積
ん
だ
上
で
北

朝
鮮
に
帰
国
し
、
北
朝
鮮
工
作
員
と
し
て
採
用

さ
れ
た
者

②　

北
朝
鮮
に
お
い
て
高
等
教
育
を
受
け
、
情
報

機
関
に
採
用
さ
れ
た
者

③　

在
日
の
韓
国
・
朝
鮮
人
で
、
北
朝
鮮
工
作
員

に
獲
得
さ
れ
た
者

　

等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

【
工
作
員
の
身
分
偽
変
の
実
態
】

①　

精
巧
に
偽
造
さ
れ
た
外
国
人
登
録
証
明
書

②　

他
人
名
義
の
真
正
外
国
人
登
録
証
明
書
に
自

己
の
写
真
を
貼

ち
ょ
う

付
し
た
も
の

③　

実
在
す
る
日
本
人
に
成
り
代
わ
り
取
得
し
た

旅
券
や
運
転
免
許
証

等
を
入
手
し
て
、
自
ら
の
身
分
を
偽
変
し
て
本
邦

に
お
い
て
工
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
北
朝
鮮
工
作
船
の
活
動
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
三
年
五
月
に
検
挙
し
た
「
美
浜
事
件
」
や

一
三
年
一
二
月
に
発
生
し
た
「
九
州
南
西
海
域
工
作

船
事
件
」
に
お
い
て
、
船
体
、
船
内
か
ら
発
見
さ
れ

た
多
数
の
証
拠
物
等
に
よ
り
、
当
該
船
舶
を
北
朝
鮮

工
作
船
と
特
定
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以

外
に
も
、
相
当
数
の
北
朝
鮮
工
作
船
が
我
が
国
の
領

海
内
に
侵
入
し
て
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
北
朝
鮮
工
作
船
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
挙
事

例
や
そ
の
他
の
情
報
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
工
作

員
の
潜
入
・
脱
出
を
行
っ
た
り
、
日
本
人
拉
致
等
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
み
ら
れ

ま
す
。

万景峰92号を介した工作活動を報道する各紙
（平成15年1月29日、朝日新聞、東京新聞、読売新聞）

「九州南西海域工作船事件」（平成13年12月22日）で引き上げられた工作船（海上保安庁提供）



38

第二章　警備情勢の推移

39

第二章　警備情勢の推移

２ 
北
朝
鮮
に
よ
る

 　
日
本
人
拉ら

致
容
疑
事
案

一　
概
要

　

平
成
一
四
年
九
月
に
平
ピ
ョ
ン

壌ヤ
ン

で
行
わ
れ
た
日
朝
首

脳
会
談
で
、
金キ

ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
国
防
委
員
長
は
、
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
否
定
し
続
け
て
き
た
日
本
人
拉
致
容
疑
事

案
に
つ
い
て
、「（
日
本
人
拉
致
は
、）
特
殊
機
関
の

一
部
の
妄
動
主
義
者
ら
が
、
英
雄
主
義
に
走
っ
て
か

か
る
行
為
を
行
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
上
で
こ
れ
を
謝
罪
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

北
朝
鮮
か
ら
生
存
と
伝
え
ら
れ
た
五
人
の
拉
致
被
害

者
が
帰
国
し
、
二
四
年
ぶ
り
に
家
族
と
の
再
会
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
現
時
点
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑

事
案
は
、
一
〇
件
一
五
人
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
拉
致
容
疑
事
案
の
発
生
時
期
は
、
昭
和
五
二
年
が

二
件
、
五
三
年
が
五
件
、
五
五
年
が
二
件
、
五
八
年

が
一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二　
拉
致
の
目
的

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
に
つ
い

て
、
そ
の
目
的
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
金
正
日
国
防
委
員
長
は
、
日
朝
首
脳
会
談
の

席
上
、
日
本
人
拉
致
の
目
的
に
つ
い
て
「
一
つ
目
は

特
殊
機
関
で
日
本
語
の
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
二
つ
目
は
他
人
の
身
分
を
利
用
し
て
南
（
韓

国
）
に
入
る
た
め
で
あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
ど
号
犯
人
の
元
妻
は
、
金キ
ム
・
イ
ル
ソ
ン

日
成
主
席

か
ら
「
革
命
の
た
め
に
は
、
日
本
で
指
導
的
な
役
割

を
果
た
す
党
を
創
建
せ
よ
。党
の
創
建
に
は
、革
命
の

中
核
と
な
る
日
本
人
を
発
掘
、
獲
得
、
育
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
教
示
を
受
け
た
田
宮
高
麿
か

ら
日
本
人
獲
得
を
指
示
さ
れ
た
と
証
言
し
て
お
り
、

日
本
人
拉
致
の
背
景
に
は
、
金
日
成
主
義
に
基
づ
く

日
本
革
命
を
行
う
た
め
の
人
材
獲
得
と
い
う
目
的
も

あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

日朝首脳会談（平成14年９月17日、平壌）（代表）
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３ 
北
朝
鮮
に
よ
る

 　
　
主
な
テ
ロ
事
件

一　
韓
国
大
統
領
官
邸
（
青
瓦
台
）
襲
撃
未
遂
事
件

（
昭
和
四
三
年
一
月
）

　

韓
国
軍
人
に
偽
装
し
て
同
国
に
潜
入
し
た
北
朝
鮮

の
武
装
ゲ
リ
ラ
三
一
人
が
、
朴パ

ク
・
チ
ョ
ン
ヒ

正
熙
・
韓
国
大
統

領
ら
韓
国
要
人
の
暗
殺
を
企
図
し
て
、
韓
国
大
統
領

官
邸
（
青
瓦
台
）
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
の
路
上
で
、

民
間
人
五
人
と
警
察
官
一
人
を
射
殺
し
ま
し
た
。

　

韓
国
当
局
に
よ
り
、
武
装
ゲ
リ
ラ
三
一
人
の
う
ち

三
〇
人
が
射
殺
さ
れ
、
一
人
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
件
は
、
朝
鮮
人
民
軍
偵
察
局
に
よ
る
犯
行
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

二　
朴
韓
国
大
統
領
狙そ

撃
事
件（
昭
和
四
九
年
八
月
）

　

ソ
ウ
ル
市
内
に
あ
る
国
立
劇
場
で
開
催
さ
れ

た
光
復
節
式
典
会
場
に
お
い
て
、
在
日
韓
国
人
の

文ム
ン
・
セ
グ
ァ
ン

世
光
が
、
演
説
中
の
朴
正
熙
大
統
領
に
け
ん
銃

を
発
射
し
、
陪
席
し
て
い
た
陸ユ

ク
・
ヨ
ン
ス

英
修
同
大
統
領
夫
人

を
射
殺
し
ま
し
た
。

　

同
人
は
、
大
阪
府
警
察
の
派
出
所
か
ら
け
ん
銃
を

窃
取
し
、
日
本
人
名
義
の
旅
券
を
不
正
に
入
手
し
て

渡
韓
し
犯
行
に
及
ん
だ
も
の
で
、
韓
国
当
局
は
、
事

件
に
は
、
北
朝
鮮
及
び
朝
鮮
総
聯れ

ん

の
関
与
が
あ
っ
た

と
発
表
し
た
ほ
か
、
文
自
身
も
韓
国
に
お
け
る
裁
判

で
こ
れ
を
認
め
て
い
ま
す
。

三　
ラ
ン
グ
ー
ン
爆
弾
テ
ロ
事
件
（
昭
和
五
八
年
一

〇
月
）

　

北
朝
鮮
貨
物
船
の
船
員
に
偽
装
し
て
ビ
ル
マ

（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
潜
入
し
た
北
朝
鮮
の
武
装

ゲ
リ
ラ
三
人
が
、
同
国
を
親
善
訪
問
中
で
あ
っ
た

全チ
ョ
ン
・
ド
ゥ
フ
ァ
ン

斗
煥
大
統
領
を
始
め
と
す
る
韓
国
政
府
要
人

の
暗
殺
を
企
図
し
て
、
同
大
統
領
一
行
の
訪
問
地
で

あ
る
「
ア
ウ
ン
サ
ン
廟

び
ょ
う

」
に
お
い
て
爆
弾
テ
ロ
を

引
き
起
こ
し
、
韓
国
外
務
部
長
官
等
二
一
人
を
死
亡

さ
せ
、
四
七
人
を
負
傷
さ
せ
ま
し
た
。

　

ビ
ル
マ
当
局
に
よ
り
、
武
装
ゲ
リ
ラ
三
人
の
う
ち

一
人
が
射
殺
さ
れ
、
二
人
が

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
件
は
、
朝
鮮
人
民
軍

偵
察
局
に
よ
る
犯
行
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

四　
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

（
昭
和
六
二
年
一
一
月
）

　

日
本
人
名
義
の
偽
造
旅
券

を
所
持
し
て
日
本
人
に
な
り

す
ま
し
た
北
朝
鮮
工
作
員
の

金キ
ム

勝ス
ン

一イ
ル

と
金キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ヒ

賢
姫
が
、
バ

グ
ダ
ッ
ド
発
ア
ブ
ダ
ビ
、
バ

ン
コ
ク
経
由
ソ
ウ
ル
行
き
の

大
韓
航
空
機
八
五
八
便
に
時
限
爆
弾
を
仕
掛
け
、
ア

ブ
ダ
ビ
か
ら
バ
ン
コ
ク
へ
向
か
う
途
中
の
ビ
ル
マ
南

方
ア
ン
ダ
マ
ン
海
域
上
空
で
爆
破
さ
せ
て
乗
員
・
乗

客
一
一
五
人
全
員
を
死
亡
さ
せ
ま
し
た
。

　

バ
ー
レ
ー
ン
当
局
に
よ
り
、
二
人
は
身
柄
を
拘
束

さ
れ
ま
し
た
が
、
両
名
は
服
毒
自
殺
を
図
り
、
金
勝

一
は
死
亡
し
ま
し
た
。

　

金
賢
姫
の
供
述
等
か
ら
、
同
人
ら
は
朝
鮮
労
働
党

対
外
情
報
調
査
部
に
所
属
し
、北
朝
鮮
に
お
い
て「
ソ

ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
六
三
年
九
月
）
を
妨
害
す

る
た
め
大
韓
航
空
機
を
爆
破
せ
よ
」
と
の
指
令
を
受

け
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

「大韓航空機爆破事件」の犯人金賢姫（共同）　　　


